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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 親川　　敬（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 2017年衆議院選挙、総理の解散権について所見を伺う。

(2) 日米地位協定の現状と締結されて以来一度も改定されていないことについて所見を伺
う。

2 日米地位協定について

(1) 平成29年日米地位協定の見直しに関する要請の意義について伺う。

(2) 他国地位協定調査の実施状況について伺う。

3 鉄軌道について

(1) 計画策定の進捗状況について伺う。

(2) 沖縄21世紀ビジョン後期基本計画で位置づけられた鉄軌道を含む新たな公共交通シス
テムについて伺う。

4 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 比嘉　京子（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 待機児童問題について

(1) 県内の公立保育所及び認可保育園の定員割れ総数は幾らか、また定員の弾力的運用を
するとさらに何名受け入れられるか。

(2) 定員割れの理由は何か、また公立保育所における保育士の正規雇用率はどうか。

(3) 保育士の処遇改善が図られているが、どのような改善を行いどのような効果が出ている
か。

(4) 保育標準時間は11時間とされているが、保育時間に見合った人的配置はされているか。

2 教育・保育について

(1) 本県は、他府県とは異なり公立の幼稚園が86％を占めている。公立幼稚園の存在意義を
どのように認識しているか。

(2) 公立幼稚園が認定こども園へと移行が加速しているが、認定こども園のメリット、デメリット
について伺う。

(3) 公立幼稚園が私立型認定こども園へ移行した場合の問題点について伺う。

(4) 本県のこれまでの「幼児教育振興アクションプラン」や現在の「黄金っ子応援プラン」には
「「沖縄型幼児教育」のよさを生かし、公立幼稚園が結節点となりさまざまな教育・保育施
設及び地域型保育事業者間の連携を図ることで、子供たちの発達の連続性が保障でき
るような取り組みを推進していきます。」とあるが結節点はどこになるのか。また幼・小の連
携はどうなるか。

(5) 国においては、保育は厚生労働省、幼稚園教育は文部科学省と管轄を一元化できず進
めてきた。そして認定こども園制度は内閣府である。そもそも０歳から５歳までの連続した
子供政策が縦割り行政の中で行われてきた。本県の行政もしかりである、提案だが幼保
支援課（仮称）をつくり一元化してはどうか、見解を伺う。

3 新県立図書館について

(1) 進捗状況、開館予定について伺う。

(2) 移転期間における図書館業務（サービス）はどうなるか。

(3) 新県立図書館内に県立芸大生並びに卒業生の絵画等をリースするスペースを設けては
どうかと提案してきたが、検討されているか。

4 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 新垣　光栄（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 翁長知事の３年間の県政運営について
　知事を筆頭に県職員においては、これまで基地問題を初め、経済や文化、教育、福祉、保
健医療などさまざまな分野の課題に全力で取り組んでいただいております。

(1) 経済発展、生活充実及び平和創造の視点から施策成果について伺います。

(2) 政策実施の検証等の中で新たに生じた課題について伺います。

2 平成29年決算特別委員会から
　去る10月18日、19日の決算特別委員会審査において、総務企画委員会決算事項調査質
疑での提案事項の検討状況の確認について

(1) 所有者不明土地調査事業について伺います。

(2) 観光税導入について伺います。

(3) 高校生（学生）一律月額6000円、フリーパス定期券について伺います。

(4) 保育士処遇改善のための行政監査について伺います。

3 教育行政（国際性に富む人材育成留学事業）について
　本県の次世代を担う子供たちに、国際理解教育の推進及び留学や外国人との交流などを
通じた実践的なコミュニケーション能力の向上を図る目的で実施されている「国際性に富む
人材育成留学事業」について

(1) 本事業の概要と現状及び課題について伺います。

(2) 本事業の課題改善施策について伺います。

(3) 教育委員会のスクラップ・アンド・ビルドの考え方について伺います。

4 子育て支援について
　子ども生活福祉部は、登録を希望する全ての児童が入所できるように公的施設を活用した
児童クラブの設置促進を図ってきた。

(1) 放課後児童クラブの現状について伺います。

(2) 主な取り組みと成果について伺います。

(3) 課題と対応について伺います。

5 土木建築行政について
　土木建築部は、防災・安全の確保や社会基盤の整備など、安全・安心な県土づくりのもと、
道路、河川、環境対策、地域活性化などの課題を限られた財源の中で効率的、効果的に進
め、また、高度経済成長期に建設され老朽化した施設などの長寿命化や維持管理に取り組
んでおります。

(1) 県中城公園・県総合運動公園の整備と早期完成について伺います。

(2) 普天間川の管理道路の整備について伺います。

(3) 入札制度に係る業者選定基準について伺います。

(4) 新技術の活用状況と取り組みについて伺います。

6 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 亀濱　玲子（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 宮古島への自衛隊配備について

(1) 去る11月19日の野原地区住民説明会について、沖縄防衛局は、「沖縄県の許可はとって
いる」として、住民の質問に丁寧な説明がないまま、翌20日には工事着工式を強行した。
沖縄防衛局から県に申請された千代田における「宮古島駐屯地(仮称)における建設工
事」の「建築計画通知」の審査について、許可は出されたのか伺う。

(2) 沖縄防衛局に、県が提出した「自衛隊の島嶼配備等について」の回答（2017年８月１日
付）によると、防衛局は、「施設整備に当たっては、環境保全の観点から、環境調査を行
い、その調査結果に基づき、希少種の移植などが必要となる場合は対策を実施する」と回
答しているが、「環境調査報告書」について、県は把握されているか伺う。加えて、県の今
後の対応について伺う。

2 沖縄県の道路管理について

(1) 桝改良工事の実施状況と課題について伺う。

(2) 街路樹の伐採と道路管理のあり方について伺う。

ｱ 本島の伐採状況について伺う。

ｲ 宮古島市における県道190号線（平良新里線）の街路樹伐採について伺う。

ｳ 観光立県沖縄ならではの街路樹のあり方、道路清掃について検討していく必要があると
考えるがどうか。また、他の部の事業と連携した取り組みについて検討が可能か伺う。

3 沖縄県における肝炎患者支援について

(1) 肝炎患者Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎の県が把握する患者数。肝炎ウイルス検査の受診状況と課
題について伺う。

(2) 地域肝炎治療コーディネーターの養成と活動状況について伺う。

(3) 障害者手帳の交付状況と申請への対応について伺う。

(4) 肝疾患診療相談室の充実について、対応を伺う。

4 離島の医療・福祉の充実について

(1) 県立宮古病院、八重山病院における「心筋シンチ」の検査状況と課題について伺う。

(2) 離島から本島の医療機関で治療を余儀なくされる方々に安価な宿泊施設が求められて
いるが、既存の県管理の建物で検討していくことは可能か伺う。

5 県指定天然記念物「宮古馬」の保存への課題について

(1) 県の指定する宮古馬の委託管理者から、飼育費用等について「この先自己負担が続くこ
とは厳しい」と窮状の訴えがある。天然記念物を所管する県教委として、飼育環境の改善
要望を受けとめ、保存に向けての課題に取り組むことが求められる。県の対応を伺う。

6 産業振興について

(1) 平成29年度農林水産物流通条件不利性解消事業と、農水産業に係る輸送費のコスト軽
減について伺う。

7 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 仲宗根　悟（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢に関して

(1) 翁長県政満３年を迎え、行政運営を振り返っての評価、向こう１年の決意を伺う。

(2) 10月30日世界のウチナーンチュの日は昨年の世界のウチナーンチュ大会に制定し今年
度は初めて迎えましたがどのような取り組みがなされたか伺う。

2 中小企業の振興と雇用失業対策に関して

(1) 本県における中小企業は零細で脆弱な経営基盤の企業がほとんどである、このような課
題を改善し安定経営に向けた支援が求められます、その取り組みについて伺う。

(2) 本県の雇用・失業の現状はどのようになっているか、男女別・年齢別の状況はどうか伺う。

(3) 来春高校卒業予定の就職内定率はどうか。

3 基地関係に関して

(1) 嘉手納基地をめぐる訓練の激化による爆音被害が周辺地域の生活環境を悪化させてい
る。県の対応と対策について伺う。

(2) 米本土海兵隊が来年から最新鋭戦闘機Ｆ35Ｂを嘉手納基地へ展開し訓練を実施すると
の報道がある。さらなる負担増に生活環境は破壊される、県の対応を伺う。

4 道路行政に関して

(1) 読谷村内の県道６号線、県道12号線及び県道16号線の渋滞緩和策の取り組みについて
伺う。

(2) 読谷―沖縄市間を結ぶはしご道路の実現に向けた取り組みを伺う。

5 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 平良　昭一（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 今回の日米首脳会談では「沖縄をはじめとする負担軽減のために在日米軍再編を進める
ことを確認した。」と言うが、逆にその日に合わせるように辺野古に２つの新たな護岸工事
に着手したことへの知事の所見を伺いたい。

(2) 福建省友好県省締結20周年について

ｱ 福建省訪問の成果について伺う。

ｲ 福建―台湾―沖縄の「トライアングル経済圏」戦略について伺う。

(3) ハガティ駐日米国大使会談について伺う。

(4) 来年２月に行われる名護市長選挙について知事の対応を伺う。

(5) 2016年度会計検査院からの指摘事項について

ｱ 県関係17件の「不当」指摘について伺う。

ｲ 防衛局の２倍近い労務単価算定に対する知事の見解を伺う。

(6) 高江ＣＨ53ヘリ炎上について

ｱ 爆発炎上後その５分後に、ＣＨ53ヘリが２機着陸し操縦士を含む全員が退避。責任者不
在の状況に陥り現場は混乱。なぜ全員が退避したのか、無責任であり米軍の事故マ
ニュアルはどうなっているのか、説明責任があると思うが知事の見解を伺う。

ｲ 事故原因について米軍及び政府は、早急に県民に事故の原因を開示すべきであるが
知事の見解を求める。

ｳ 事故後も私有地であるにもかかわらず、地主の許可も得ず完全封鎖していること、県警
の立入調査、マスコミ等の取材の規制等日本の主権が奪われている状況。改めて日米
地位協定の抜本的な改正が必要と認識するが、知事の見解を求める。

(7) 民泊新法施行と民泊条例制定について

ｱ 条例制定の県外の実例について伺う。

ｲ 県の基本的な考え方について伺う。

ｳ 県内の市町村の民泊の状況について伺う。

ｴ 条例制定に向けた市町村からの要望等があるか伺う。

(8) 世界自然遺産登録の取り組みについて伺う。

2 文化観光スポーツ関係について

(1) 香港ナイトについて伺う。

(2) 上海クルーズ関連展示会について伺う。

3 農林水産部関係について

(1) 森林管理認証取得の意義と、今後どのような効果を生み出すのか伺いたい。

(2) 国家戦略特区活用の農業関連での外国人労働者就業について伺う。

(3) 今後のシークヮーサー振興の展開について伺う。

4 土木建築関係について

(1) 辺野古への海上輸送に伴う県管理港湾の港湾施設使用許可について
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ｱ 沖縄防衛局は複数の使用を検討していると聞くが、奥港を含め県内での状況はどうなっ
ているのか伺う。

ｲ 荷さばき施設と港湾施設用地の違いは何か。

ｳ 環境審査基準に抵触するのではないか。

ｴ 沖縄県港湾管理条例第７条に基づく使用許可の審査基準とのかかわりはどうなっている
のか。

5 教育委員会関係について

(1) 子どもシェルターの状況と課題について伺う。

(2) 台湾の琉球人骨の対応について伺う。

(3) 公立学校管理職候補者試験について

ｱ 学校人事課職員に対する管理職試験免除特例は法令違反ではないか伺う。

ｲ 未受験の免除特例で昇任した方は何名いるか。

ｳ 本県の選考試験実施要項は毎年決裁されるが、以前は校長の受験資格は、教頭職３年
以上のみであったが、50歳以上の者として年齢の制限が設けられたのはいつからか。

6 タイワンハブ対策について伺う。

7 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成29年第6回沖縄県議会(定例会)

12月12 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 渡久地　修（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄経済の発展を展望した那覇港の今後について

(1) 沖縄経済発展の展望と、それに伴う那覇港の位置づけと展開、港湾計画について問う。

(2) クルーズ船による観光客の実績、今後の予測と対応について

(3) 那覇港のど真ん中に米軍那覇軍港を移設することは、港湾計画に大きな支障を来すこと
になるが見解を問う。同時に、貨物と観光の玄関口である那覇港の発展、ひいては沖縄
経済の発展の最大の阻害要因になるのではないか。

(4) 那覇軍港移設の南側案、北側案などにとらわれず、既に遊休化している那覇軍港は、移
設条件なしの返還という第３の案こそ、県・那覇市・浦添市ともみんなが合意できるものと
考えるが見解を問う。

2 Ｆ35の嘉手納配備について

(1) 26機配備されるとのことだが、日本政府から知らされていたか。

(2) Ｆ35は他の戦闘機に比較しても物すごい爆音だという。住民の被害が増加することは明ら
かではないか。

(3) 日本政府の言う「県民の負担軽減」というのはまやかしではないか。

(4) 三連協を初め、県も一緒になって県民ぐるみの反対運動を展開すべきと思うが見解を問
う。

3 米軍機が民間地域に墜落したときの消防の対応について

(1) 高江でのヘリ墜落事故は、米軍や防衛局から情報提供のないまま消防が出動した事態と
なった。消防士等の２次災害を防ぐ対策がとられていなかったのではないか。沖国大ヘリ
墜落事故の教訓が生かされていないが、問題点と対策について問う。

(2) 米軍機が民間地域に墜落したときの消防の対応のあり方と訓練について伺う。

(3) 米軍機墜落時の出動に対応するため放射性物質や化学物質への防護服や資機材の整
備は国の責任ではないか。

(4) ただでさえ消防士の充足率が低いもとで、米軍機墜落の事故にも出動しなければならな
い本県の実情からも消防士の増員は急がれる。見解を伺う。

(5) このような事態が発生しないように、県議会は民間地上空及び水源地上空での米軍機の
飛行訓練の中止を10月16日に全会一致で可決した。県も、その立場で対応すべきであ
る。

4 辺野古新基地建設のための奥港からの砕石の海上輸送について

(1) 奥区の総会決議について県の見解を問う。

(2) 沖縄防衛局の県内の奥港からの砕石の輸送は、埋立承認申請に反し、総選挙での民
意、奥区民の総会決議の民意を踏みにじる二重三重の暴挙ではないか。

(3) 防衛局は民意を踏みにじっているが、県は民意に従った判断を下すべきではないか。

5 北中城村での米軍による国道封鎖についての経緯と県警の対応について問う。

6 子供の貧困解消のためにも、まず、県として、通院医療費の中学までの無料化、少人数学級
の残された小６、中２、中３での実施、給食の無償化などに率先して取り組むべきである。

7 県管理河川の改修で生じた新たな土地、廃川敷について

(1) 廃川敷とは何か。県内の件数、面積について、河川ごと、市町村ごと及び合計を伺う。
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(2) 河川改修の際と合わせて国から補助が受けられる仕組みにすべきではないか。

(3) 今後どうするのか。地域住民の要望に沿った有効活用が必要ではないか。

(4) 国場川改修の際に生じた、国場十字路近くの国場川廃川敷を公園にしてほしいとの要望
にについて伺う。

8 我が党の代表質問との関連について


